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森
木 

香
湖 

さ
ん

　
第
40
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

優
勝
優
勝
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

▼全国大会会場の国立競技場

【4頁に詳細記事】

競技中の写真は県秋季大会のものです。

走って 跳んで 投げて
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紀
美
野
町
内
の
母
子
の
健
康
増
進

を
図
る
た
め
、
日
々
様
々
な
こ
と
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
母
子
保
健
推

進
員
」
会
長
の
炭
家
く
に
子
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

ご
自
宅
へ
個
別
訪
問
、
乳
幼
児
健
診

の
補
助
、
子
育
て
の
教
室
（
コ
ア
ラ

教
室
、
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室
）
へ
の
参

加
、
様
々
な
子
育
て
に
関
す
る
研
修

会
へ
の
参
加
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

自
身
の
子
育
て
が
ひ
と
段
落
し
た

人
た
ち
で
担
っ
て
い
て
、
現
在
は
27

人
の
母
子
保
健
推
進
員
（
以
下
、
推

進
員
）が
町
内
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

各
地
区
に
１
人
か
ら
３
人
程
度
推

進
員
が
い
て
、
個
別
訪
問
は
地
域
の

担
当
者
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在

訪
問
に
行
く
お
子
さ
ん
が
い
な
い
地

区
も
あ
り
、
以
前
と
比
べ
て
非
常
に

少
子
化
が
進
ん
で
い
る
と
感
じ
ま

す
。

こ
の
活
動
を
し
て
い
る
と
、
子
育

て
中
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
先
輩
の
推

進
員
さ
ん
や
行
政
の
方
、
研
修
会
の

講
師
の
方
な
ど
様
々
な
方
と
接
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
自

分
が
子
育
て
を
が
む
し
ゃ
ら
に
し
て

い
た
頃
に
知
り
た
か
っ
た
！ 

と
い

う
お
話
を
お
聞
き
す
る
こ
と
も
多

く
、
ぜ
ひ
今
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
も
し
推
進
員
を
し
て
い
な

か
っ
た
ら
、
き
っ
と
巡
り
合
わ
な

か
っ
た
様
々
な
方
た
ち
と
出
会
え
る

こ
と
も
や
り
が
い
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。私

も
紀
美
野
町
で
の
子
育
て
を
経

験
し
て
、
紀
美
野
町
は
田
舎
で
こ
ど

も
の
数
も
少
な
い
で
す
が
、
そ
の
分

一
人
ひ
と
り
に
行
き
届
く
子
育
て
支

援
や
教
育
が
受
け
ら
れ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

町
外
出
身
の
方
で
、
近
く
に
親
御

さ
ん
が
い
な
い
と
子
育
て
の
サ
ポ
ー

ト
面
で
不
安
に
感
じ
る
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
は
、

ぜ
ひ
健
診
や
子
育
て
の
教
室
へ
参
加

し
た
り
、
役
場
や
私
た
ち
に
相
談
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

母
子
保
健
推
進
員
と
は

紀
美
野
町
で
の
子
育
て

「
自
分
が
子
育
て
し
て
い
た
と

き
に
知
り
た
か
っ
た
」
を
今
の

お
母
さ
ん
へ

一
人
ひ
と
り
に
行
き
届
く

一
人
ひ
と
り
に
行
き
届
く

　
　
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を

　
　
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を

プロフィール
紀美野町母子保健推進員
町内在住の27人の方が推進員をされていて、子育て中の家庭
への個別訪問、子育て教室や乳幼児健診への参加協力に取り
組まれています。
会長　炭家 くに子（すみや　くにこ）さん
毛原上地区出身・在住
旧美里町の頃から21年に渡り推進員をされていて、６年間会
長も務められています。また、炭家さんは紀美野町女性団体
連絡協議会の会長も務められています。

子育て教室に参加された方の様子

紀美野町で頑張る人を応援します　Vol.11

子
育
て
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
子
育

て
以
外
の
こ
と
で
も
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
で
解
決
で
き
な
い
こ
と
で

も
、
役
場
へ
の
橋
渡
し
も
推
進
員
の

大
切
な
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
！

読
者
に
一
言

母子保健推進員の皆さん
写真：コアラ教室の様子
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町
税
は
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
大
切
な
財

源
で
す
。
町
で
は
、
納
期
内
に
納
付
さ
れ
た

方
と
の
公
平
を
保
ち
、
滞
納
の
解
消
を
図
る

た
め
に
、
11
月
・
12
月
を
『
滞
納
整
理
強
化

月
間
』
と
し
て
、
税
収
確
保
に
取
り
組
み
ま

す
。税

金
を
滞
納
す
る
と
本
来
納
め
る
べ
き
税

金
の
他
に
延
滞
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
滞
納
し
た
ま
ま
放
置
す
る
と
、
法

律
に
基
づ
き
滞
納
者
の
意
思
に
関
わ
り
な

く
、
給
与
や
不
動
産
な
ど
財
産
の
差
押
え
や

公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
納
期
内
に
納
税
し
て
く
だ
さ

い
。納

期
限
を
過
ぎ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
役
場

ま
た
は
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
何
ら
か
の
事
情
で
納
付
で
き
な
い

方
は
、
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
な
く
、

納
税
方
法
等
に
つ
い
て
税
務
課
ま
で
必
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課

　
　
℡ 
４
８
９
‐
５
９
０
５

国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
租
税
の

意
義
や
役
割
、
税
務
行
政
に
対
す
る
知
識
と

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
の
期
間

に
は
集
中
的
に
様
々
な
広
報
広
聴
施
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

〇
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
「
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
向
か
っ
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
国
税
庁
の
各
種
取

組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

〇
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
「
国
税
庁
動
画
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
に
新
着
動
画
を
掲
載
す
る
と
と

も
に
、各
種
情
報
を
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

で
発
信
し
ま
す
。

〇
小
学
生
の
税
の
習
字
展
、
中
学
生
及
び
高

校
生
の
税
の
作
文
展
（
優
秀
作
品
）
を
左

記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日　
時　

　
11
月
11
日
（
月
）
か
ら
25
日
（
月
）　

　
９
時
か
ら
18
時
（
11
日
は
11
時
か
ら
、
25

日
は
15
時
ま
で
）

■
場　
所　
海
南
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
海
南
駅
構
内　
か
い
ぶ
つ
く
ん
）

問　

海
南
税
務
署

　
　
℡ 

４
８
２
‐
０
９
０
０

国
の
法
改
正
に
よ
り
、12
月
２
日
以
降
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
（
保
険
証
利
用
登
録
が
さ
れ

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
を
基
本
と
す
る

仕
組
み
に
移
行
し
ま
す
の
で
、
従
来
の
健
康

保
険
被
保
険
者
証
（
以
下
、
保
険
証
）
の
新

規
発
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

■
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
に
つ
い
て

町
が
発
行
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
の
保

険
証
は
、
原
則
と
し
て
令
和
７
年
11
月
30
日

(

※)

、
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
は
、
令

和
７
年
７
月
31
日
が
有
効
期
限
で
す
。

12
月
２
日
以
降
は
、
従
来
の
保
険
証
の
新

規
発
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、
有
効
期

限
ま
で
は
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
を
利
用
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
方
で
、
令

和
７
年
７
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に
な
る
方

や
保
険
料
に
未
納
が
あ
る
方
等
は
有
効
期

限
が
異
な
り
ま
す
。

会
社
等
で
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

の
12
月
２
日
以
降
の
保
険
証
等
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
勤
務
先
や
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
の
保
険
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
つ

い
て

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
を
迎

え
る
前
に
、
従
来
の
保
険
証
に
代
わ
る
も
の

と
し
て
「
資
格
確
認
書
」
を
送
付
す
る
予
定

で
す
。（
申
請
不
要
）

「
資
格
確
認
書
」
を
医
療
機
関
等
に
提
示

す
る
こ
と
で
、
引
き
続
き
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
国
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
が
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

　

℡ 

０
１
２
０
‐
９
５
‐
０
１
７
８

問　

住
民
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

12
月
２
日
以
降
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
及
び
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て 暮

ら
し
の
情
報

11
月
・
12
月
は
『
滞
納
整
理
強
化

月
間
』
で
す
。

11
月
11
日
か
ら
17
日
は
税
を
考
え

る
週
間
で
す
。

紀美野町HP

紀美野町HP

国税庁HP
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人権啓発活動の一環として、和歌山県人権啓発活動ネットワーク協議会が、毎年県内の小学校を対象に実施
しているもので、今年は県下123校の応募があり、紀美野町では、野上小学校・小川小学校・下神野小学校が
奨励賞を受賞しました。児童の皆さんをはじめ関係者の方々、おめでとうございます。児童の皆さんが協力し
合い、大切に思いやりの心を持って育ててくださった成果が実りました。

のかみアスリートクラブ所属の森木 香湖さん（野上小学校６年生）が
９月22日から国立競技場で開催された、第40回全国小学生陸上競技交流
大会 女子コンバインドＢの部（走幅跳・ジャベリックボール投）に和歌
山県代表で出場し、見事優勝を果たしました！おめでとうございます！
「コンバインドＢ」とは混成競技のひとつで、２種目の記録を所定の計
算式によって得点化し、その合計点で競うものです。

森木さんは、６月に行われた県大会で優勝され、和歌山県代表に選ば
れてからの約３か月間平日の放課後も、のかみアスリートクラブのコー
チの指導を受け、練習に励まれたそうです。

また、10月６日に紀三井寺陸上競技場で開催された第24回和歌山県小学生秋季陸上競技選手権大会において
も、ジャベリックボール投と走幅跳で優勝されました。（表紙の競技中の写真）

これからのご活躍も楽しみにしています！本当におめでとうございます！

８月24日に白浜町立総合体育館で開催された県ドッジボール大会に、海草地方大会で勝ち抜いた２チームが
出場し「アニキーズ14」（６年生チーム）が４位入賞、「サいキょんズ」（２年生から５年生）がベスト８と大
健闘しました。こどもたちの最後まであきらめず戦う姿に、応援する側も熱くなるほどでした。

これまで大会に向けて練習にご協力いただいた中学生、保護者の皆さんありがとうございました。

きみのNEWS

和歌山県地域子ども集団親睦交流スポーツ大会
紀美野町のこどもたちが大健闘！

「第42回和歌山県小学校人権の花運動」写真コンテスト
町内小学校３校が入賞しました。

森木さん 全国大会優勝！

問　子育て推進課
　　℡ ４８９‐９９６６

問　総務課 
　　℡ ４８９‐５９１２

▶
野
上
小
学
校

▶
ア
ニ
キ
ー
ズ
14

▶
小
川
小
学
校

▶
サ
い
キ
ょ
ん
ズ

▶
下
神
野
小
学
校
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募　集

募集職種 勤務場所 募集人数 応募資格 報　酬

①
事務補助員（廃棄物
の収集に関する事務
補助及び現場確認等）

住民課 １人

パソコン操作
（エクセル・ワード等）

普通自動車運転免許
（AT限定不可）

月額
160,161円

② 事務補助員 保健福祉課 １人

パソコン操作
（エクセル・ワード等）

普通自動車運転免許
（ＡＴ限定可）

月額
160,161円

③ 見守り支援員 保健福祉課 １人

パソコン操作
（エクセル・ワード等）

普通自動車運転免許
（AT限定可）

保健師、看護師、准看護師の
いずれかの資格を有すること。

月額
212,806円

■会計年度任用職員から正規職員への切り替えはありません。
■募 集 期 間　11月15日（金）まで
■任用予定期間　採用日から令和７年３月31日（月）　※詳細はホームページをご覧ください。

会計年度任用職員の募集について
① ②・③

応募に際しては、入居資格が定められていますので、詳しく
は役場本庁建設課及び美里支所住民室で配布している募集要項
又は町ホームページをご覧ください。なお、応募多数の場合は
抽選となります。
（応募がなかった場合は、随時募集となります。）

※特定公共賃貸住宅は、中堅所得者向けの住宅になります。

住宅名称 部屋番号 住　所 間取り

毛原宮団地 ２０１号 毛原宮２３１番地 ３ＬＤＫ

住宅名称 部屋番号 住　所 間取り

毛原宮団地 ２０４号 毛原宮２３１番地 ３ＬＤＫ

野中団地
（※特定公共

賃貸住宅）
３０２号 野中７２番地 ３ＬＤＫ

■随時募集住宅

■募集受付
11月５日（火）から15日（金）まで
本庁建設課まで提出してください。

（土・日除く、８時30分から17時15分）

入居者の募集を行ったものの、応募が
なかった住宅については随時募集をして
います。随時募集のため、「町営住宅入
居申込書」の受理による先着順となりま
す。最新情報については必ず事前にお問
い合わせください。

■応募多数の場合
　11月25日（月）11時から役場本庁に
て公開抽選会を行います。

町営住宅の入居者募集について 問　建設課
　　℡ ４８９‐５９０４

■募集住宅

紀美野町HP
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令
和
６
年
10
月
か
ら
以
下
の
と
お
り
支
給

対
象
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

８
月
時
点
で
紀
美
野
町
に
住
民
票
が
あ

り
、
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給
し
て
い

な
い
ご
家
庭
に
は
、
順
次
、
児
童
あ
て
に
案

内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
が
必
要
な

方
は
、
令
和
６
年
11
月
末
ま
で
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
主
な
改
正
内
容

①
所
得
制
限
の
撤
廃

②
支
給
対
象
児
童
の
年
齢
を
高
校
生
年
代

（
18
歳
到
達
後
の
最
初
の
年
度
末
ま
で
）

に
延
長

③
第
三
子
以
降
の
手
当
を
月
３
万
円
に
増
額

④
第
三
子
以
降
の
算
定
に
含
め
る
対
象
の
年

齢
を
22
歳
到
達
後
の
最
初
の
年
度
末
ま
で

に
延
長

⑤
支
給
回
数
を
年
６
回
（
偶
数
月
）
に
変
更

■
手
続
き
が
必
要
な
方

・
所
得
限
度
額
超
過
に
よ
り
支
給
対
象
外
と

な
っ
て
い
る
方

・
高
校
生
年
代
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

※
中
学
生
以
下
の
児
童
を
養
育
し
て
い
て
、

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
除

く
・
現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
て
、
受
給

者
と
住
所
が
別
の
高
校
生
年
代
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方

・
大
学
生
年
代
の
お
子
さ
ま
が
い
て
、
支
給

対
象
児
童
を
含
め
３
人
以
上
養
育
し
て
い

建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
労
働

者
の
た
め
に
、
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
建

設
現
場
で
働
く
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
、
掛
金
を
充
当
し
、
そ
の
労
働
者
が
建

設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
、
建

退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
業
界

全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。
退
職
金
は
国

が
定
め
た
基
準
に
よ
り
計
算
し
て
、
確
実
に

支
払
わ
れ
る
た
め
安
心
・
安
全
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、制
度
説
明
用
動
画
、

Ｑ
＆
Ａ
な
ど
詳
し
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。「
建
退
共
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
！

　
ご
不
明
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
の

建
退
共
支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
和
歌
山
県
支

部

　
　

℡ 

４
３
６
‐
１
３
２
７

「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」
と
い
う
言
葉
を

ご
存
じ
で
す
か
？
「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」

と
は
、多
く
の
薬
を
服
用
し
て
い
る
た
め
に
、

副
作
用
を
起
こ
し
た
り
、
き
ち
ん
と
薬
が
飲

め
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
状
態
の
こ
と
で

す
。
単
に
服
用
す
る
薬
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
齢
な
ど
に
よ
り
内
臓
の
働
き
が
弱
く

な
っ
て
く
る
と
、
薬
の
分
解
や
、
体
外
へ
の

排
出
に
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
薬
同
士
が
影
響
し
合
い
、
効
き
す
ぎ

た
り
、
効
か
な
か
っ
た
り
、
副
作
用
が
出
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
た
だ
薬
の
量
を
減
ら
せ
ば
い
い
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
師
や
薬
剤
師
な

ど
の
専
門
家
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
お
薬
手
帳
は
一
冊
に
ま
と
め
、
受

診
さ
れ
る
時
は
忘
れ
ず
に
持
参
し
、
積
極
的

に
情
報
共
有
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問　

住
民
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

町
内
で
定
住
し
奨
学
金
を
返
還
し
な
が
ら

働
く
方
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

奨
学
金
返
還
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者　
大
学
等
を
卒
業
し
、
町
内
に
居

住
し
住
所
が
あ
る
方
の
う
ち
、
令
和
７
年

３
月
31
日
時
点
で
30
歳
未
満
の
方

※
認
定
を
受
け
た
方
で
、
退
職
・
転
出
さ
れ

た
場
合
は
ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
助
成
金
額

・
町
内
で
就
業
又
は
起
業
し
て
い
る
場
合

　
上
限
24
万
円
（
補
助
率
10
／
10
）

・
町
外
で
就
業
又
は
起
業
し
て
い
る
場
合

　
上
限
12
万
円
（
補
助
率
１
／
２
）

■
認
定
申
請
期
間　

　
令
和
７
年
１
月
10
日
（
金
）
ま
で

■
交
付
申
請

　
　
認
定
申
請
の
後
、
交
付
申
請
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　

℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

児
童
手
当
の
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

建
設
業
の
退
職
金
な
ら
、
建
退
共
制
度
！

お
し
ら
せ

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
薬
を
適
切
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
６
年
度
奨
学
金
返
還
助
成
事
業

認
定
申
請
受
付
中
！

る
方

問　

子
育
て
推
進
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
６

紀美野町HP

建退共HP

紀美野町HP
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内
【
地
域
×
教
育
】

い
ま
子
育
て
世
代
が
地
域
に
求
め
る
教
育
と

は
？ 

─ 

教
育
移
住
の
視
点
か
ら 

─

き
み
の
地
域
づ
く
り
学
校
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

和
歌
山
大
学
食
農
総
合
研
究
教
育
セ
ン

タ
ー
及
び
き
み
の
地
域
づ
く
り
学
校
運
営
協

議
会
（
事
務
局
：
ま
ち
づ
く
り
課
内
）
は
、

幼
児
か
ら
高
校
ま
で
の
実
践
者
や
そ
の
支
援

を
行
う
行
政
の
方
を
招
き
、
教
育
移
住
の
視

点
か
ら
「
地
域
の
教
育
の
可
能
性
」
と
「
子

育
て
世
代
が
今
、
地
域
の
教
育
に
求
め
る
も

の
」
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
子
育
て
や
教
育
に
関
心
が
あ
る
方
等
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

※
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
9
月
1
日
に
開
催

予
定
で
し
た
が
台
風
の
影
響
に
よ
り
延
期

し
た
も
の
で
す
。

■
日　
時　
11
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
　
９
時
30
分
か
ら
12
時
50
分

■
場　
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
費　
用　
無
料

■
申　
込　
ま
ち
づ
く
り
課
へ
電
話

■
内　
容　

〇
第
一
部
基
調
講
演

　
「
森
が
僕
ら
の
よ
う
ち
え
ん
～
地
域
資
源

を
活
か
し
た
人
づ
く
り
～
」

　

講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
智
頭
の
森
こ
そ
だ

ち
舎
理
事
長　
西
村 

早
栄
子 

氏

〇
第
二
部
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

９
月
28
日
・
29
日
に
、「
き
み
の
地
域
づ

く
り
学
校
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
13
講

は
法
政
大
学
教
授
の
図
司
直
也
氏
よ
り
「
田

園
回
帰
時
代
の
農
山
村
再
生
」
に
つ
い
て
、

第
14
講
は
和
歌
山
大
学
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
講
師
の
田
代
優

秋
氏
よ
り
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と
起
業
」

に
つ
い
て
、
第
15
講
はC

afe&
G
uest 

House

き
み
の
さ
い
か
亭
代
表
の
水
島
千

絵
氏
よ
り
「
多
業
田
舎
暮
ら
し
と
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
の
運
営
」
に
つ
い
て
ご
講
義
い
た
だ
き

ま
し
た
。

受
講
生
か
ら
は
、「
ま
ず
は
地
域
の
人
と

の
つ
な
が
り
や
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
事

な
の
だ
と
意
識
し
て
お
こ
う
と
思
っ
た
」、

「
内
発
的
動
機
づ
け
も

意
識
し
な
が
ら
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
を
考
え
た

い
」、「
感
心
す
る
と

同
時
に
自
分
も
多
業

暮
ら
し
を
体
験
し
て

み
た
い
」
と
い
っ
た

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

問　
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

～
き
て
！ 

み
て
！ 

ふ
れ
あ
っ
て
！ 

～

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
を
見
送
っ
て
い
ま
し
た

が
、
４
年
ぶ
り
に
厚
生
病
院
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す
。

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と
野
上
厚
生
総
合
病

院
と
の
交
流
を
よ
り
深
め
、
日
々
の
健
康
と

元
気
の
秘
訣
を
見
つ
け
て
頂
け
る
よ
う
健
康

相
談
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
は
じ
め
展
示
、
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
準
備

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
公
開
講
座
も
同
時

開
催
し
ま
す
。

職
員
一
同
、
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。（
マ
ス
ク
ご
着
用
の
う
え
お

越
し
く
だ
さ
い
。）

第
４
回　
厚
生
病
院
ま
つ
り
の

お
し
ら
せ

　
パ
ネ
リ
ス
ト
：
西
村 

早
栄
子 

氏
、
仙
石 

恭
子 

氏
（
一
般
社
団
法
人
う
つ
ほ
の
杜

学
園
設
立
準
備
会
代
表
理
事
）、
山
上 

範

子
（
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校
長
）、
奥

野 

絵
美 

氏
（
鳥
取
県
政
策
戦
略
本
部

と
っ
と
り
未
来
創
造
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
係

長
）

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
：
藤
田 

武
弘
（
追

手
門
学
院
大
学
教
授
／
和
歌
山
大
学
名
誉

教
授
）

問　
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

■
日　
時　
11
月
16
日(

土)

　
　
　
　
　
10
時
か
ら
15
時

■
場　
所　
国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院　

　
　
　
　
　
東
館
１
階
・
駐
車
場

■
公
開
講
座　

　
「
静
か
に
忍
び
寄
る
病
気　

　
　
　
　
　
　
　
　
骨
粗
鬆
症
に
つ
い
て
」

　
国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院 

　
整
形
外
科
診
療
部
長 

松
本 

卓
二 

先
生

　
「
誰
で
も
“
快
う
ん
”
～
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

　
　
シ
ニ
ア
ま
で
Ｐ
ｏ
ｏ
マ
ス
タ
ー
と
考
え

　
　
る
排
便
習
慣
の
秘
訣
～
」

　
国
吉
・
長
谷
毛
原
診
療
所 

　
所
長 

多
田 

明
良 

先
生

■
相
談
・
健
康
測
定
コ
ー
ナ
ー

　
健
康
相
談
、
お
く
す
り
相
談
、
脳
年
齢
測

定
、
肌
年
齢
測
定
、
骨
密
度
測
定
、
血
管

年
齢
測
定　
な
ど

■
体
験
・
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

　
こ
ど
も
白
衣
体
験・写
真
撮
影
会
、
屋
台
、

餅
ま
き
、
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
、
救
急
車
展
示

見
学

問　

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

　
　
℡ 

４
８
９
‐
２
１
７
８

お
詫
び

先
月
号
の
表
紙
か
ら
の
ペ
ー
ジ
誘
導
の
表

記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

左
記
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

誤　
敬
老
会
の
様
子
【
10
頁
に
記
事
掲
載
】

正　
敬
老
会
の
様
子
【
8
頁
に
記
事
掲
載
】

紀美野町HP

紀美野町HP
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　犬を散歩に連れて行くときはビニール袋などを持って行き、ふんを必ず持ち帰り始末
してください。おしっこも人家の玄関先でさせないようにするのは当然のマナーです。
　またペットボトルなどに水を入れて持ち歩き、おしっこなどをその水で流し、臭いを
薄めて不潔感を軽減するように心掛けましょう。

　引き綱をせず散歩をすると、飼い主の知らない所でいたずらをしたり、人に危害を加えたりする可能性があ
るため、散歩の時はきちんと引き綱を付けてください。
　また、突然の雷や地震などで急に逃げ出す犬もいますので、首輪や鑑札、注射済票の着用をお願いします。

　狂犬病は発症すると人も犬も致死率ほぼ100％の恐ろしい病気です。もし、万が一（咬傷事故、被災したと
き等）のことがあったときのための備えが大切です。そのため、生後91日以上の飼い犬に年に1度の狂犬病予
防注射をすることが義務付けられていますので、必ず最寄りの動物病院で予防注射をして、狂犬病予防注射済
票の交付を受けてください。
　なお、役場で犬の登録をしていない場合は、必ず登録の手続きを済ませて、犬の鑑札の交付を受けましょう。
また、令和６年４月１日以降にペットショップ等で購入した場合、マイクロチップ情報を飼い主の情報に登録・
変更する必要があるため、環境省データベースで必ず所有者情報登録の手続きを済ませて、マイクロチップ装
着証明書の交付を受けましょう。

■費　用

■注射済票代および登録鑑札代の届出場所
　保健福祉課または美里支所住民室

■マイクロチップの役割
　マイクロチップがあると、犬が迷子に
なったときや、災害、盗難や事故によっ
て、飼い主と離ればなれになったときに、
マイクロチップを読み取ることで、デー
タベースに登録されている飼い主の情報
を確認することができ、飼い主のもとへ
戻すことができます。
　現在、マイクロチップを装着していな
い犬への装着は努力義務ですので、装着
を希望される場合は、お近くの動物病院
へご相談ください。

犬の飼い主の皆さまへ
守っていますか？ルールとマナー

問　保健福祉課
　　℡ ４８９‐９９６０

紀美野町HP

おしらせ

犬のふん等は飼い主が処理しましょう。

犬を放さず散歩しましょう。

犬の登録は生涯１回、狂犬病予防注射は年１回受ける義務があります。

内　　容 費　用

予防注射代 2,700円

注射済票代 550円

登録鑑札代
※令和６年４月１日以降にマイクロチップを
　装着した犬を飼育する場合は無料です。

3,000円
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難聴は認知症発症の危険因子と言われ、難聴の早期診断並びに補聴器の適正利用による対応が、認知機能低
下の予防につながります。

あてはまる項目にチェック　  してみましょう。

□ 会話をしているときに聞き返すことがよくある
□ 後ろから呼びかけられると気づかないことがある
□ 聞き間違いが多い
□ 見えないところからの車の接近にまったく気づかないことがある
□ 話し声が大きいと言われる　
□ 集会や会議など数人の会話で上手く聞き取れない
□ 電子レンジの「チン」という音やドアのチャイムの音が聞こえにくい
□ 相手の言ったことを推測で判断することがある
□ 騒音の多い職場や大きくうるさい音のする場所で過ごすことが多い
□ 家族にテレビやラジオの音量が大きいと言われることがよくある

高齢者の聴こえのセルフチェック！ 問　保健福祉課
　　℡ ４８９‐９９６０

　 の数はいくつありましたか？
　 ０～２個　現在の聴こえには問題はなさそうです。聴こえに不調を感じたら聴力検査を受けてみましょう。
　 ３～４個　耳鼻咽喉科で相談をしてみましょう。
　 ５個以上　早めに耳鼻咽喉科を受診しましょう。

高齢者の補聴器購入費の補助について
　町では、加齢により聴力が低下し、日常生活に支障が生じる高齢者に補聴器購入費の一部を補助します。

■対象者（下記の①から④をすべて満たす方）
　①町内に住所を有し、現に居住している満 65 歳
　　以上の方
　②住民税が非課税の方
　③聴覚障害による身体障害者手帳の交付を受けて
　　いない方
　④耳鼻科の医師の診断を受け、補聴器の必要性を
　　認める証明を得られる方
■補助額
　補聴器購入費（上限２万円）

■申請に必要なもの
　・申請書兼請求書
　・聴力の検査表
　・購入した補聴器の領収書の写し
　※故障・修理・メンテナンスなどは補助対象外
　※購入の前に必ず聴力の検査を受け、申請書兼請

求書の医師の意見欄に記入してもらってくださ
い。

　詳しくは、町ホームページをご確認いただくか、
保健福祉課までお問い合わせください。

紀美野町HP
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おしらせ

■同和運動推進月間　　　11月１日から11月30日
■人権を考える強調月間　11月11日から12月10日
■第76回人権週間　　　　12月４日から12月10日
■人権擁護委員による特設人権相談（無料）
　【日時】12月４日(水) 10時から15時
　【場所】・役場本庁
　　　　 ・地域資源開発センター（美里支所）

町民一人ひとりが、ちがいを認め合い、思いやる
心を持ちましょう。
※期間中は人権啓発の横断幕やのぼりを掲げます。

また、文化祭では人権ポスターの展示や啓発活動
を行います。
また、和歌山県では、「和歌山県部落差別の解消の

推進に関する条例」により、部落差別による誹謗中
傷のない社会の実現に取り組んでいます。

和歌山県では、人権に関する様々な相談に応じるため、（公財）和歌山県人権啓発センターに人権相談員を
配置しているほか、弁護士による法律相談を実施しています。

人権に関する問題でお困りの方は、一人で悩まず、ご相談ください。
【（公財）和歌山県人権啓発センター】

常設相談（電話相談、面接相談）
■℡ ４２１- ７８３０／ FAX ４３５‐５４２１
■開設日　月曜日から金曜日
　　　　　（祝日、年末年始除く）
■時　間　９時から16時
※和歌山県人権政策課や各振興局総務県民課
　でも相談できます。

　　　　　　　　　　　　※事前予約制
■℡ ４３５- ５４２０／ FAX ４３５‐５４２１
■開設日　奇数月：第２土曜日・第４木曜日
　　　　　偶数月：第２・第４木曜日
　　　　  ※祝日の場合は、原則、その翌日
■時　間　13時から16時

ちがいを認め合い、思いやる心を持ちましょう。

人権に関する相談窓口のおしらせ

問　総務課
　　℡ ４８９‐５９１２

問　和歌山県人権政策課
　　℡ ４４１‐２５６１
　　 FAX ４３３‐４５４０

募集種目 資　格 受付期間 試験期日 入隊時期 試験会場

自衛官
候補生 18歳以上33歳未満の方

（32歳の方は、採用予
定月の末日現在、33歳
に達していない方）

12月５日
まで

Web試験
　12月８～ 11日
身体検査、口述
　12月14日

令和７年
３月下旬から

４月上旬
和歌山地方協力本部

（和歌山市）
３回
一般曹
候補生

11月28日
まで 12月８日

※詳細は有田募集案内所へお問い合わせください。

『防衛省・自衛隊からのおしらせ』
各種目自衛官の募集について

自衛隊HP

問　防衛省自衛隊和歌山地方協力本部
　　有田募集案内所
　　℡ ０７３７ ‐８２‐６６３１

常設相談（電話相談、面接相談） 弁護士による法律相談
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令
和
７
年
度
学
童
保
育
所
入
所
関
係
手

続
き
の
お
し
ら
せ

保
護
者
の
た
め
の
学
習
会

「
ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会
」
～
お
楽
し
み

会
を
通
し
て
親
睦
を
深
め
よ
う
～

児
童
館
料
理
教
室
「
魚
料
理
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
」

自
分
で
さ
ば
い
た
魚
を
料
理
し
た

よ
！

■
入
所
申
込
受
付
期
間　

　
11
月
18
日(

月)

か
ら
29
日(

金)

■
提
出
が
で
き
る
場
所

①
シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社
紀
美
野
町
事
務
所

　
住
所
：
動
木
３
１
５
番
地
３

　
（
月
～
金
曜
日
）
９
時
か
ら
12
時

　
（
土
、
日
曜
日
）
９
時
か
ら
17
時

②
子
育
て
推
進
課(

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階)

　
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

　
（
土
日
祝
は
除
く
）

③
野
上
及
び
下
神
野
学
童
保
育
所

　
14
時
か
ら
18
時
（
土
日
祝
は
除
く
）

■
入
所
の
申
請
が
で
き
る
方

　
【
対
象
児
童
】

　
　
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
で
、
町
内
の

小
学
校
に
就
学
を
予
定
し
て
い
る
第
１
学

年
か
ら
第
６
学
年
ま
で
の
児
童

　
【
保
護
者
要
件
】

　
　
労
働
・
疾
病
・
障
害
・
介
護
・
就
学
等

の
理
由
に
よ
り
、
昼
間
保
護
者
（
家
族
含

む
）
が
家
庭
に
お
い
て
お
子
さ
ん
の
保
護

に
当
た
れ
な
い
場
合

■
申
請
書
類

　
　
学
童
保
育
所
入
所
申
請
書
、
誓
約
書
及

び
就
労
証
明
書
等

※
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
別
紙
書
類
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

紀
美
野
町
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
こ
か
」
で
は
、
子
育
て
に
悩
み
を
抱
え

て
い
る
保
護
者
の
交
流
の
場
と
し
て
、
保
護

者
の
た
め
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
第
４
回
は
、
お
楽
し
み
会
を

通
し
て
親
睦
を
深
め
よ
う
と
い
う
趣
旨
で

「
ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
冬
休
み
中
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
ど
も
達
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
調
理
実

習
や
遊
び
を
通
し
て
楽
し
い
時
間
を
共
有

で
き
る
内
容
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
12
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　
　
13
時
か
ら
15
時
30
分

■
場　
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　

２
階
調
理
室　

■
対
象
者  

子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
保
護
者

　
　
　
　
（
父
・
母
・
祖
父
母
等
）
と
そ

　
　
　
　
　
の
こ
ど
も

■
内　
容　
調
理
実
習（
ク
レ
ー
プ
作
り
）・

　
　
　
　
お
楽
し
み
会

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク
・

　
　
　
　
ハ
ン
カ
チ
・
水
筒
・
筆
記
用
具

■
参
加
費　
一
人　

２
０
０
円

■
申　
込　
12
月
16
日
（
月
）
ま
で
に
、
こ

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
こ
か
」
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
下
記
問
合
せ
先
）

９
月
14
日
に
、
紀
美
野
町
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
の
皆
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
児
童

館
料
理
教
室
「
魚
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」

を
開
催
し
、
町
内
こ
ど
も
園
児
及
び
小
学
生

12
人
と
保
護
者
の
方
３
人
が
参
加
し
、「
ア

ジ
フ
ラ
イ
」
と
「
ア
ジ
の
ハ
ン
バ
ー
グ
」
作

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

子
育
て
推
進
課

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
６

■
紀
美
野
町
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
き
こ
か
」
専
用
電
話

　
℡ 

０
８
０
‐
８
９
０
０
‐
５
９
１
０

■
子
育
て
推
進
課

　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
６

紀美野町HP

紀美野町HP

子
育
て
支
援
だ
よ
り
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Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患)

は
有

害
物
質
を
吸
入
す
る
こ
と
で
肺
の
気
管
支
に

炎
症
が
お
き
て
、
咳
や
痰
が
出
た
り
、
気
管

支
が
細
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
で
空
気
の
流

れ
が
低
下
し
ま
す
。
ま
た
、
気
管
支
の
先
に

あ
る
肺
胞
が
少
し
ず
つ
破
壊
さ
れ
、
肺
気
腫

と
い
う
状
態
に
な
る
と
、
空
気
が
う
ま
く
吐

き
出
せ
な
く
な
り
息
苦
し
さ
や
息
切
れ
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。

原
因
は
有
害
物
質
の
吸
入
や
大
気
汚
染
に

よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
が
、
中
で
も
原
因
の

ト
ッ
プ
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
タ
バ
コ
の
煙
で

す
。こ

の
病
気
の
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
は
、
初
期

は
無
症
状
で
ゆ
っ
く
り
と
進
行
し
、
息
切
れ

な
ど
を
自
覚
し
た
こ
ろ
に
は
、
病
気
が
か
な

り
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
破
壊
さ
れ

た
肺
胞
を
元
通
り
に
す
る
治
療
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
ち
ょ
っ
と
し
た
息
切
れ
ぐ
ら
い
大
丈

夫
」
と
甘
く
見
る
こ
と
な
く
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
よ
っ
て
、
改
善
の
見
通
し
を
良

く
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

■
場　
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　
時　
毎
週
水
曜
日　
９
時
か
ら
11
時

　
　
　
　
　
11
月　
６
・
13
・
20
・
27
日

■
対
象
者　
町
民

■
内　
容　
健
康
に
関
す
る
こ
と
や
、
食
事

に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
血
圧
測

定
、尿
検
査
、骨
密
度
測
定
、イ
ン
ボ
デ
ィ

（
体
成
分
）
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測

定
や
授
乳
の
相
談
も
可
能
で
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
管
理

フ
ァ
イ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
８
０
２
０・
９
０
２
０
運
動

（
80
歳
・
90
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20

本
以
上
保
と
う
！
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

歯
や
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
で
、
楽
し
く

豊
か
な
食
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
方
を
歯
科
優
良
者
と
し
て

表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
奮
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

①
80
歳
以
上
の
町
民
で
、
自
分
の
歯
が
20
本

以
上
あ
る
方
（
※
過
去
の
８
０
２
０
表
彰

者
は
除
き
ま
す
。）

②
90
歳
以
上
の
町
民
で
、
自
分
の
歯
が
20
本

以
上
あ
る
方
（
※
過
去
の
８
０
２
０
表
彰

者
も
対
象
で
す
。）

■
応
募
締
切　
11
月
29
日
（
金
）

■
応
募
方
法　

　
保
健
福
祉
課
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
全
員
に
、
事
前
診
査
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間　
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
７
年
２
月
28
日
（
※
抗
体
検
査
は
、
こ

の
日
を
過
ぎ
る
と
、
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。
抗
体
検
査
の
結
果
が
陰
性
の
場

合
、
予
防
接
種
は
令
和
7
年
３
月
31
日
ま

で
受
け
ら
れ
ま
す
。）

■
対
象
者　
昭
和
37
年
か
ら
昭
和
53
年
度
生

ま
れ
の
男
性

　
　
こ
の
世
代
の
男
性
は
、
過
去
に
公
的
に

予
防
接
種
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
自

分
が
風
疹
に
か
か
り
、
家
族
や
周
囲
の
人

た
ち
に
広
げ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
特
に
妊
娠
中
の
女
性
が
風
し
ん
に
感

染
す
る
と
、
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
目
や

耳
、
心
臓
に
障
害
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
紀
美
野
町
で
は
令
和
元
年
度
、
令
和
２
年

度
に
、
対
象
者
へ
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
有
効
期
限
に
か
か
わ
ら
ず
、

お
手
持
ち
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
そ
の
ま
ま
使

用
で
き
ま
す
。
実
施
医
療
機
関
等
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
や
転
入
さ

れ
た
方
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

健
康
相
談
の
お
し
ら
せ

８
０
２
０・
９
０
２
０（
は
ち
ま
る

に
い
ま
る・
き
ゅ
う
ま
る
に
い
ま

る
）達
成
者
を
募
集
し
ま
す
。

成
人
男
性
の
風
し
ん
抗
体
検
査・
定

期
予
防
接
種（
第
５
期
追
加
的
対

策
）終
了
の
お
し
ら
せ

気
づ
か
な
い
う
ち
に
進
行
す
る

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

保
健
福
祉
課

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

タ
バ
コ
の
煙
が
最
大
の
リ
ス
ク

保
健
福
祉
だ
よ
り

紀美野町HP
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日
本
の
糖
尿
病
患
者
及
び
そ
の
予
備
軍
は

２
千
万
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
機
関

や
健
診
で
糖
尿
病
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状
が
少
な
い
の

で
治
療
を
受
け
な
い
、
働
き
盛
り
世
代
で
は

受
診
に
行
く
時
間
が
無
い
、
忙
し
く
て
治
療

を
中
断
し
て
し
ま
う
な
ど
の
ケ
ー
ス
が
多
く

あ
り
ま
す
。
重
症
化
を
防
ぐ
に
は
、
治
療
を

続
け
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
良
好
に
保
つ
こ

と
が
重
要
で
す
。

【
継
続
し
ま
し
ょ
う
】

糖
尿
病
は
あ
き
ら
め
ず
長
く
付
き
合
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
食
事
療
法
や
運
動

療
法
は
一
気
に
頑
張
り
す
ぎ
ず
、
少
し
ず
つ

継
続
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
し
ま
し
ょ
う
】

定
期
的
に
血
糖
値
や
体
重
、
血
圧
を
測
定

し
記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
大
き
な
変
化

が
無
い
か
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
て
い
る

か
を
自
分
の
目
で
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
数
値
が
少
し
で
も
良
く
な
る
と
励
み
と

な
り
、
自
信
が
つ
き
ま
す
。

【
サ
ポ
ー
タ
ー
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
】

家
族
、
友
人
、
職
場
で
の
理
解
者
な
ど
あ

な
た
を
支
え
て
く
れ
る
人
を
み
つ
け
ま
し
ょ

う
。
治
療
方
針
を
一
緒
に
決
め
る
、
医
師
や

医
療
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
と
も
し
っ
か
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

深
め
ま
し
ょ
う
。

◇
習
慣
的
な
飲
酒
を
し
な
い
よ
う
に
休
肝
日

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◇
20
歳
未
満
の
人
や
お
酒
を
飲
め
な
い
人
に

す
す
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
妊
娠
中
の
飲
酒
に
よ
る
胎
児
へ
の
健
康
被

害
に
つ
い
て
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

不
適
切
な
飲
酒
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
障

害
や
事
故
、
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
た
め
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
適
切
な
飲
酒
行
動
を
取

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
、
飲
酒
に
よ
る
疾
患
の
リ

ス
ク
を
伝
え
、
適
切
な
飲
酒
行
動
の
判
断
に

役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、「
健
康
に
配
慮
し

た
飲
酒
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
公
表

し
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
各
自
が

自
分
に
あ
っ
た
適
切
な
飲
酒
量
を
決
め
、
健

康
に
配
慮
し
た
飲
み
方
を
す
る
よ
う
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
飲
酒
量
や
飲
酒
習
慣
、
周
囲
の
方

国
民
の
間
に
広
く
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題

に
関
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

毎
年
11
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
を
『
ア
ル

コ
ー
ル
関
連
問
題
啓
発
週
間
』
と
定
め
て
い

ま
す
。

本
町
の
健
康
増
進
計
画
で
あ
る
「
健
康
き

み
の
21
」で
は
、飲
酒
に
つ
い
て
４
つ
の「
み

ん
な
の
取
り
組
み
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

◇
飲
酒
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

11
月
14
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー
で

す

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
啓
発
週
間

糖
尿
病
治
療
を
成
功
さ
せ
る
コ
ツ

飲
酒
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
肺
の
病
気
だ
け
で
な
く
、
息

切
れ
に
よ
る
運
動
量
の
低
下
や
、
食
欲
の
低

下
に
よ
り
、
全
身
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
高
い
病
気
で
す
。
健
康
診
断
や
が
ん
検

診
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
で
、
定
期
的
に
合
併

症
の
有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

■
時
間
外
の
緊
急
時
（
役
場
代
表
）

　
℡ 

４
８
９
‐
２
４
３
０

紀
美
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

安
心
！　
み
ん
な
の
総
合
相
談
窓
口

　

健
康
・
障
害
・
福
祉
・
介
護
な
ど
様
々

な
支
援
を
行
う
相
談
機
関
で
す
。

へ
及
ぼ
す
影
響
な
ど
か
ら
、
問
題
飲
酒
者
、

依
存
症
疑
い
な
ど
の
可
能
性
を
ご
自
身
で
知

る
た
め
ア
ル
コ
ー
ル
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス

ト
を
利
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に

よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
「
Ａ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
」
と
い

う
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
は
10
項
目
の
設 

問
か
ら
成
り
、
各
項
目
の
合
計
点
で
飲
酒
問

題
の
程
度
を
評
価
し
ま
す
。
そ
の
結
果
に
よ

り
、
依
存
症
専
門
医
療
機
関
で
正
確
な
診
断

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
外
来
や
相
談
窓
口
の
案
内
を
し
て
い
ま

す
。

紀美野町HP
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和歌山県公民館連絡協議会　優良職員表彰　受賞

わが町サークル　『野上吟詩会』

　和歌山県公民館連絡協議会からの優良職員表彰を應地峯桂子氏が受賞されました。
　應地峯氏は平成31年から中央公民館に勤務され、読書活動の推進をはじめ、生涯
学習の振興に献身的に取り組まれています。
　この度の受賞、心よりお慶び申し上げます。

■日　時：２月16日（日）14時30分開演（14時開場）
■会　場：紀美野町文化センター　みさとホール
■出演者：サクソフォン：上野耕平 氏（ピアノ：高橋優介 氏）
■プログラム：（変更の可能性があります。）
　♪ミヨー：スカラムーシュ　♪映画ゴッドファーザーより
　♪J.S.バッハ：Ｇ線上のアリア
　♪C.フランク：ヴァイオリンソナタ　他
　★紀美野公演オリジナルプログラムをご用意。お楽しみに！ 

♪ソリスト：上野耕平　プロフィール
　茨城県東海村出身。８歳から吹奏楽部でサクソフォンを始める。
　東京藝術大学器楽科卒業
　第28回日本管打楽器コンクールサクソフォン部門において史上最年少
で第１位ならびに特別大賞を受賞、国際コンクール等でも受賞多数して
いる。

　CDデビューは2014年『アドルフに告ぐ』、2015年にはコンサートマスターを務める「ぱんだウインドオー
ケストラ」のCDをリリースする。
　現在、演奏活動のみならず「題名のない音楽会」、「報道ステーション」等メディアにも多く出演。
2016年４月からは昭和音楽大学の非常勤講師として後進の指導にあたっている。

「The Rev Saxophone Quartet」ソプラノサクソフォン奏者
「ぱんだウインドオーケストラ」コンサートマスター
■入　　場　　料：前売2,000円（当日2,500円）全席指定席
■全 席 指 定 席：11月８日（金）９時30分から販売開始（９時30分～ 17時の間に販売します。）
■入場券販売場所：文化センター（毎週月、火曜は休館日）・中央公民館（毎週火曜、祝日は休館日）
■公演のお問合せ：文化センター　℡ 495 ‐9055

詩吟は「堅苦しそう」「難しそう」と思われがちですが、読みかたが付されておりそれに
節をつけて声を出すだけなので難しくはありません。詩吟を通して古典を学び、大声を出
すことで気持ちもスッキリ、ストレス解消にも役立ちます。私たちは家庭的な雰囲気の中、
和気あいあいと楽しんでいますので、興味のある方はいつでも見学・体験に来てください！
会員を募集しています！！
■活動日：毎月第１・３木曜日　19時30分～ 21時頃
■場　所：中央公民館視聴覚室
■問合せ：代表　土田まで　℡ 489 ‐4628

■教育委員会　教育課生涯学習係：℡ 489 - 5915　青少年センター：℡ 489 - 5909　　■文化センター：℡ 495 - 9055
■中央公民館：℡ 489 - 2877　　■小川地区公民館：℡ 489 - 4511　　■志賀野地区公民館：℡ 489 - 5145
■自然体験世代交流センター：℡ 495 - 3127　　■みさと天文台：℡ 498 - 0305　　■スポーツ公園管理棟：℡ 489 - 5368

ふれあいネット生涯学習情報

文化センター自主公演を開催します！
～上野 耕平 サクソフォンリサイタル～
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中央公民館　ワークショップ参加者募集！

小川地区公民館　第19回作品展示会開催

志賀野地区公民館　イベント参加者募集！

日　　時：12月７日（土）13時30分～ 15時
場　　所：中央公民館 工芸美術室
対　　象：小学生～大人
定　　員：10人（低学年は保護者同伴）
参 加 費：750円
講　　師：亀井　京子 氏　日本福祉パステルアート協会
応募期間：11月６日（水）から先着順
応 募 先：中央公民館
　　　　　℡ 489 ‐2877（火曜・祝日を除く9時～ 17時）

　サークル作品などをたくさん展示しています。サークル体験や試食コーナーなど盛りだくさん！皆さん、
お誘いあわせの上、ぜひお越しください。
日　　時：11月16日（土）10時～ 20時
内　　容：ゆかた帯の結び方体験・トールペイント体験・試食（豚汁）・カラオケ参加・お茶席
　　　　　11月17日（日）10時～ 15時
　　　　　己書体験・竹トンボ作り体験・試食（お釜の炊き立てご飯）・本の読み聞かせ
問 合 せ：小川地区公民館　℡ 489 ‐4511（火曜日・祝日を除く13時～ 17時）
　　　　　※詳しくは小川地区公民館へお電話いただくか、ポスターをご覧ください。

①防犯・交通安全講座開催
　他人ごとではありません！詐欺被害防止について、また、日々の交通安全について学びませんか。
内　　容：①特殊詐欺被害にあわないために　②交通安全意識を高めよう・免許証返納について
日　　時：11月25日（月）13時30分～ 15時　
場　　所：志賀野地区公民館　1階会議室
講　　師：和歌山県警察本部(特殊詐欺防止アドバイザー、交通企画課安全教育係)
　　　　　※申込制ではありません。お誘いあわせの上、ぜひご参加ください。

②ナイトヨガ体験講座

パステルで描くクリスマスカード作り（フレーム付）

日　　時：11月30日（土）19時～ 20時
場　　所：志賀野地区公民館　２階和室
定　　員：大人15人（先着順）
持 ち 物：飲み物、タオル、ヨガマット（貸出可）
講　　師：中原　瞳　氏 
応募期間：11月６日（水）より電話受付開始
応 募 先：志賀野地区公民館　℡ 489 ‐5145（火曜・祝日を除く13時～ 17時）
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■
新
刊
情
報

【
中
央
公
民
館
】

「
万
両
役
者
の
扇
」　　
　
　
　
　
　
　
　
蝉
谷
め
ぐ
実　
著

「
漢
字
を
極
め
る
！
古
文
書
解
読
こ
と
は
じ
め
」
小
林
正
博　
著

「
の
り
も
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」　　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
書

【
小
川
地
区
公
民
館
】

「
レ
ー
エ
ン
デ
国
物
語　
夜
明
け
前
」　　
　
　
多
崎
礼　
著

「
小
さ
な
ダ
ー
ニ
ン
グ
刺
繍
」　　
　
　
ミ
ム
ラ
ト
モ
ミ　
著

「
ア
カ
ン
や
ん
ヤ
カ
ン
ま
ん　
い
い
わ
け
茶
の
巻
」　
児
童
書

【
志
賀
野
地
区
公
民
館
】

「
名
探
偵
の
ま
ま
で
い
て
」　　
　
　
　
小
西
マ
サ
テ
ル　
著

「
主
婦
悦
子
さ
ん
の
予
期
せ
ぬ
日
々
」　　
　
　
久
田
恵　
著

「
信
じ
切
る
力
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
山
英
樹　
著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
家
族
だ
か
ら
愛
し
た
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
愛
し
た
の
が
家
族

だ
っ
た
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
田
奈
美　
著

「
赤
と
青
の
ガ
ウ
ン
」　　
　
　
　
　
　
　
　
彬
子
女
王　
著

「
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
お
あ
そ
び
ブ
ッ
ク
」
工
藤
ノ
リ
コ　
著

揚あ
げ

花は
な
び火
不
況
の
街
を
照
ら
し
け
り　
　
　
　
　
　

前
廣

紙
芝
居
の
色
の
原
色
原げ

ん
ば
く
き

爆
忌　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

打
水
を
す
ぐ
に
呑
み
込
む
大
地
か
な　
　
　

今
野
昭
子

達た
っ
し
ゃ者
か
と
白は

く
じ
ゅ寿
か
ら
栗
届
き
け
り　
　
　
　

中
島
紀
生

殊こ
と

更さ
ら

に
曲
が
り
し
も
の
を
瓜
の
馬　
　
　
　

山
本
隆
之

も
ろ
こ
し
を
鴉か

ら
す

に
と
ら
れ
天
仰
ぐ　
　
　
　

薮
田
洋
子

弧
を
描
く
大
き
な
川
の
淀よ

ど

み
あ
り

　

流
れ
に
た
ゆ
た
ふ
木
の
葉
の
小
舟　
　
　

寺
岡
幸
子

目ま
な

交か
い

の
み
ど
り
に
癒い

や

や
さ
れ
九く

じ
ゅ
う
よ
ね
ん

十
余
年

　

今
も
す
こ
や
か
山
は
神
様　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

猛も
う

暑し
ょ

日び

に
じ
っ
と
耐
え
来
し
柿
の
実
に

　

大
き
し
み
跡
残
し
て
哀か

な

し　
　
　
　
　

西
佐
古
祐
子

※
10
月
号
に
掲
載
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

葉は

蓋ぶ
た

点て
ま
え前
に
涼
を
呼
ぶ
座
敷
か
な　
　
　
　

潰
崎
美
光

歌　

の　

小　

道

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ　
図
書
館
だ
よ
り

い
っ
ぱ
い
読
ん
だ
よ

お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
！

第
19
回
紀
美
野
町
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
！

11
月
２
日
（
土
）
９
時
～
17
時
・
３
日
（
日
・
祝
）
９
時
～
15
時

皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
中
央
公
民
館
】

　
作
品
展
示
（
サ
ー
ク
ル
、
地
域
サ
ロ
ン
、
一
般
）

　
茶
席
‥
10
時
～
15
時　
※
和
菓
子
が
無
く
な
れ
ば
終
了

　
体
験
コ
ー
ナ
ー
‥
３
日　
13
時
～
15
時

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

　
作
品
展
示
（
町
内
こ
ど
も
園
、
小
、
中
学
生
）

　
児
童
生
徒
発
表
‥
２
日　
12
時
30
分
～

　
カ
プ
ラ
体
験
コ
ー
ナ
ー
‥
２
日　
12
時
30
分
～
15
時
30
分

　
芸
能
大
会
‥
３
日　
９
時
30
分
～

　
茶
席
‥
３
日　
10
時
～
15
時　
※
和
菓
子
が
無
く
な
れ
ば
終
了

　
生
石
加
工
グ
ル
ー
プ
物
産
販
売
‥
３
日　
９
時
～

【
１
０
０
冊
】　

西
莉
緒
（
野
上
小
６
年
生
）

【
４
０
０
冊
】　

山
下
稜
平
（
２
歳
）

【
１
１
０
０
冊
】
山
下
暁
紀
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
１
１
０
０
冊
】
山
下
純
平
（
野
上
小
１
年
生
）

■
10
月
27
日
～
11
月
９
日
は
「
読
書
週
間
」
で
す

こ
の
機
会
に
本
を
一
冊
手
に
取
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

中
央
公
民
館
図
書
室
で
は
、
本
に
親
し
む
き
っ
か
け
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
秋
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
本
を

集
め
ま
し
た
。

11
月
２
日
（
土
）
10
時
・
13
時
・
15
時
か
ら
各
回
10
分
程

度
、中
央
公
民
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ま
、
聞
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
中
央
公
民
館　

６
日　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
よ
う

13
日　
お
り
が
み
遊
び

20
日　
ゴ
ム
と
び
を
し
よ
う

27
日　
干
し
柿
つ
く
り

■
文
化
セ
ン
タ
ー

６
日　
「
五
七
五
」
っ
て
な
に
？

13
日　
モ
ル
ッ
ク
を
し
よ
う

20
日　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
よ
う

27
日　
お
休
み

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム　
11
月　
14
時
30
分
～
16
時
30
分

紀
美
野
町
で
も
、
夏
祭
り
の
前
日
に
夜
空
に
高
く

広
が
る
打
揚
花
火
の
迫
力
や
美
し
さ
を
久
し
ぶ
り
に

味
わ
え
ま
し
た
。
揚
句
で
も
、
不
況
の
街
が
揚
花
火

に
照
ら
さ
れ
、
近
年
の
苦
悩
を
一
瞬
忘
れ
さ
せ
て
く

れ
る
か
の
よ
う
で
す
。
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ヨット体験学習　　　— 野上小学校 —学　校
だより

和歌山県教育委員会主催の「和歌山・海プロジェクト」の一環として、６年生が和歌山セーリングセンター
（マリーナシティ内）でヨット体験をしました。

ヨットが進む仕組みや操作方法を指導員さんから教えてもらい、その後すぐに海に出てヨットに乗りました。
児童たちは飲み込みが早く、少し練習すると自分たちだけですいすいと操縦し、風の向きを読みながら決めら
れたコースを周回できるようになりました。普段ではなかなか味わえない貴重な体験となりました。

第19回紀美野町スポーツ・レクリエーション大会が開催されました！

変わり種の土星　　　— 研究員　硲間拓郎 —天文台
だより

昨年の９月号で、土星の環が一旦見納めになるという記事
を書きました。

今年・来年は土星を横から見るため環がほとんど分から
ず、上空の大気の状態によっては、串にささった団子のよう
な姿に見えるかもしれません。
「環がほとんど見えない土星」は15年毎に起こる現象で、

この機会を逃すと次は2039年まで見られません！ 12月にな
ると、土星の高度が下がり、高倍率での観望が難しくなるの
で、今月中にぜひレアな土星を見に来てください。

10月14日、第19回紀美野町スポーツ・レクリエーション大会がスポーツ公園・農村総合センター・のかみふ
れあい公園で開催されました。

モルック、ペタンク、ソフトバレーボール、パークゴルフの４競技を行い、こども、大人が一緒になって白
熱した試合を繰り広げました。

また、スポーツにおいて優秀な成績を収めた方々にメダルと表彰状を授与しました。
【表彰者】（敬称略）
ジュニアスポーツ賞：芝﨑 琥央　スポーツ奨励賞：片畑 阿弥・穂谷 知範・神谷 健介

撮影：９月23日
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
守
り
た
い　

未
来
が
あ
る
か
ら　

火
の
用
心
」

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
意
識
の

一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生

を
未
然
に
防
止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と
す
る

死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
11

月
９
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で
の
７
日
間
、
全

国
一
斉
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

本
年
も
秋
季
火
災
予
防
運
動
実
施
に

伴
い
、
左
記
の
と
お
り
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

を
行
い
ま
す
の
で
、
火
災
等
と
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
吹
鳴
日
時　
11
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
７
時

２
．
吹
鳴
方
法　
一
斉
（
一
分
間
）

９
月
８
日
か
ら
９
月
14
日
ま
で
の
救
急
医

療
週
間
に
ち
な
ん
で
町
民
の
皆
さ
ま
に
救
急

業
務
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
救
急
医
療
関
係
者

及
び
職
員
の
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
次
の
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

9月の消防の動き
●火災発生件数…0件

【事故種別搬送人員】

秋
季
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
！

救
急
医
療
週
間
行
事
報
告

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

12
月
1
日
（
日
）
で
す

救
急
コ
ー
ナ
ー

【
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
】

定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て
実
施
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
職
場
、
学
校
、
自
治
会

等
団
体
で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　
11
月
22
日
（
金
）

■
問
合
せ
・
申
込

　
紀
美
野
町
消
防
本
部　
警
防
課

　
℡ 

４
８
９
‐
６
３
０
２

入
浴
は
体
が
温
ま
っ
て
血
行
が
よ
く
な

り
、気
分
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

湯
船
に
つ
か
る
習
慣
の
あ
る
日
本
で
は
、
浴

室
は
日
々
の
疲
れ
を
取
り
、
体
を
癒
や
し
て

く
れ
る
場
で
す
。
し
か
し
、
家
庭
の
浴
室
で

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
突
然
死
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
急
激
な
温
度
の

変
化
に
よ
り
血
圧
や
脈
拍
の
変
動
が
起
こ
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。
冬
場
の
入
浴
時
や
暖
房

の
効
い
た
部
屋
か
ら
外
へ
出
た
時
な
ど
に
起

こ
り
や
す
く
、
脳
出
血
や
脳
梗
塞
、
心
筋
梗

塞
な
ど
の
病
気
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
の
傾
向
が
あ
る

人
が
影
響
を
受
け
や
す
く
、
特
に
高
齢
者
の

方
は
注
意
が
必
要
で
す
。

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

管　内 管　外 合　計

急 病 27（1） 0（0） 27（1）

一 般 負 傷 10（0） 0（0） 10（0）

交 通 事 故 1（0） 0（0） 1（0）

そ の 他 6（0） 0（0） 6（0）

合 計 44（1） 0（0） 44（1）

９月25日 １日救急隊長
野上厚生病院

内科　吉村看護師

９月17日 ドクターカー
野上厚生病院
内科　北医師

９月９日 ドクターカー
野上厚生病院
内科　東医師



11月

9月の人口の動き（令和６年9月１日～ 30日）　転入13人　転出13人　出生2人　死亡16人

総人口　7,763人（−14）［男 3,605人（−2）女 4,158人（−12）］
世帯数 3,986世帯（−13）　　紀美野町面積　128.34㎢

2024.1119

行事名 日　時 開催場所 問い合わせ先（０７３）

移動町長室 ８日（金） 美里支所 住民室
総務課

495 - 3471
489 - 5912

行政相談 21日（木）
13時～ 15時

中央公民館
美里支所

総務課
住民室

489 - 5912
495 - 3471

障害者巡回相談 20日（水）
10時～ 11時30分 総合福祉センター

野上厚生病院相談支援事業所
療育センターAOI
障害者相談支援事業所らん

489 - 2908
483 - 0454
488 - 6314

こども園開放

13日（水）・27日（水）
10時～ 11時 きみのこども園 きみのこども園 489 - 2144

毎週水曜日
10時～ 11時 こうのこども園 こうのこども園 495 - 2049

コアラ教室
（生後1年6か月～入園まで）

８日（金）
９時30分～ 11時30分 野上八幡宮

子育て支援センター
※育児相談は、希望さ
れる方法（来所・電
話・訪問）にてお受
けしています。

※一時預かり保育利用
には、事前登録が必
要です。

489 - 6700

20日（水）
９時30分～ 11時30分 ３階多目的ホール

カンガルー教室
（生後3か月～ 1年6か月まで）

13日（水）
９時30分～ 11時 子育て支援センター

「野いちごの会」による絵本
の読み聞かせ 12日（火）10時30分～

子育て支援センター
クラフト教室 27日（水）10時～ 12時
育児相談 随　時

一時預かり保育 毎週月曜日・木曜日
９時30分～ 15時30分

犬・猫の飼い方講習会 １日（金）・10日（日）・
24日（日）11時～ 12時 動物愛護センター 動物愛護センター 489 - 6500

クリニック
（健康診断書発行） 11日（月）

25日（月）
９時30分～ 10時15分
（受付）

海南保健所 海南保健所 482 - 0600

性感染症検査・肝炎ウイルス検査

検便（腸内細菌検査）

こころの健康相談 13日（水）13時30分～
25日（月）14時00分～

骨髄バンクドナー登録検査 11日（月）・25日（月）
10時30分～ 11時30分

医療安全相談 月曜日～金曜日（祝日除く）

居場所　きみのスマイル ６日（水）・20日（水）
10時～ 15時

ゲストハウス
「のぞみ」

子育て推進課
（こども家庭支援センター）

080 - 8900 -
5910

紀美野町の人口
【令和6年9月末現在】

（　）内は前月比

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

：問い合わせ先までご予約ください。

災害等の発生時に備え、全国一斉に防災行政無線を使用した情報伝達訓練を行います。
この機会に自らの身は自らで守るという「自助」の考え方に基く「いのち」を守る行動や、

周りの人たちと助けあう「共助」についてご近所の方や友人の方と、話し合ってみてく
ださい。

※今回の訓練は、放送のみです。訓練会場や避難所は、開設しません。
訓 練 日：11月20日(水) 午前11時「テスト放送」を行います。
放送内容：「これはＪアラートのテストです」×３回

防災行政無線を用いた情報伝達訓練を行います。

訓練

行事・相談のおしらせ
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き
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第
2
2
7
号

広 告

広報誌の発行月に誕生日を迎える町内の満１歳～３歳のお
子さんの写真を募集しています。詳しくは町ホームページを
ご覧ください。

■掲載する情報

・写真　・名前　　年齢
・誕生年月　・メッセージ

お子さんの成長を掲載しませんか？
問　総務課　℡ ４８９‐５９１２

紀美野町HP 申込フォーム

掲載イメージ：


